
　

皆
様
、
日
頃
よ
り
愛
媛
県

労
働
者
住
宅
協
会
（
以
下
、

労
住
協
）
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
労

住
協
は
、
生
活
協
同
組
合
と

し
て
、
地
域
の
労
働
者
の
皆

様
に
安
心
で
き
る
住
ま
い
を
提
供
す
る
こ
と
を
使

命
に
、
宅
地
分
譲
や
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
労
住
協
で
は
新
た
に
「
ロ
ー
ジ
ュ
タ
ウ

ン
高
岡
17
区
画
」
と
「
ロ
ー
ジ
ュ
タ
ウ
ン
東
垣
生

Ⅴ
21
区
画
」
の
宅
地
分
譲
地
の
開
発
を
進
め
て
お

り
、
い
ず
れ
も
間
も
な
く
完
成
予
定
で
す
。
こ
れ

ら
の
分
譲
地
は
、
便
利
な
立
地
と
快
適
な
住
環
境

を
重
視
し
、
住
み
や
す
さ
を
最
優
先
に
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
新
た
な
住
ま
い
の
選

択
肢
を
提
供
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
環
境
の
向

上
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
お
い
て
は
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
住
空
間
の
改
善
を
提
案

し
、
住
ま
い
の
価
値
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。
住

宅
の
老
朽
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
柔
軟
で
快
適
な
住
環
境
の
実
現
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
一
人
ひ
と
り
の

要
望
に
合
わ
せ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、
よ
り
快

適
で
安
心
で
き
る
住
ま
い
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
強
み
は
、
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス

に
あ
り
ま
す
。
協
同
組
合
と
し
て
、
長
年
の
実
績

と
信
頼
を
基
に
、
お
客
様
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に

対
応
し
、住
宅
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て「
住

ま
い
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
良
い
住
ま
い
づ
く

り
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
皆
様
の
暮
ら

し
が
よ
り
豊
か
で
安
心
で
き
る
も
の
と
な
る
よ

う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
引
き
続
き
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

愛
媛
県
労
働
者
住
宅
協
会

�

常
務
理
事　

大　

塚　
　
　

岳

ロージュタウン高岡17区画

ロージュタウン東垣生Ⅴ21区画

昴
す
ば
る

え ひ め ワ ー ク ラ イ フ(1)　令和７年２月発行 第 571 号

加盟団体　連合愛媛   四国労金   こくみん共済 coop   愛媛労住協   県生協連   地域労福協

【発行所】　一般社団法人 愛媛県労働者福祉協議会　
〒790－0066 松山市宮田町125番地2　愛媛労福協会館　電話 089（946）2296
ホームページアドレス http://ehime.rofuku.net/　メールアドレス e-roufuku@leo.e-catv.ne.jp

えひめ

第571号
2025・２・15

ワークライフ



　

労
働
基
準
法
に
よ
り
休
憩
時
間
や
休
業
賃
金
、
最

低
賃
金
な
ど
労
働
に
関
す
る
定
義
が
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。�

（
専
門
学
校
／
女
性
）

　

私
は
４
月
か
ら
社
会
人
と
し
て
働
く
の
で
今
回

習
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
活
か
し
て
、
疑
問
な
と
き

は
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
見
返
そ
う
と
思
っ
た
。

�

（
高
校
生
／
女
性
）

　

自
分
で
勉
強
す
る
に
は
面
倒
だ
と
感
じ
る
事
を
、

セ
ミ
ナ
ー
で
お
話
い
た
だ
け
た
の
で
、
し
っ
か
り
教

わ
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。

�

（
高
校
生
／
男
性
）

　

こ
れ
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
や
働
く
際
に
気
を
付
け
る

こ
と
な
ど
知
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
詳
し
く
学
べ
て
良

か
っ
た
で
す
。�

（
高
校
生
／
女
性
）

　

県
労
福
協
で
は
、
県
内
の
高
校
・
専
門
・
大
学
等
の
卒
業
予
定
者
に
、
働
く
こ
と
を
見

据
え
た
労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
連
合
愛
媛
、
各
地
域
労
福
協
に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
。

ま
た
お
金
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
を
四
国
労
働
金
庫
に
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
労
働
17
校
、
消
費
者
21
校
と
の
開
催
受

付
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
◆
次
号
に
て
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
紹
介
予
定
）

　

大
阪
で
就
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
日
勉
強
し
た
こ
と
を
活
か
し
た
い
。

ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
聞
く
闇
バ
イ
ト
に
は

引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
帰
っ

て
ゆ
っ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。�

（
高
校
生
／
男
性
）

　

今
日
の
労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
て
自
分

が
働
く
会
社
と
見
比
べ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
働
く
上
で
知
ら
な
い

こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
う
の
で
、

こ
う
い
う
機
会
を
い
た
だ
け
て
良
か
っ
た

で
す
。�

（
高
校
生
／
男
性
）

　

一
人
暮
ら
し
な
ど
も
始
ま
り
不
安
が
沢

山
あ
っ
た
の
で
今
日
の
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
け

て
不
安
が
少
し
軽
く
な
り
ま
し
た
。
一
人

前
の
社
会
人
と
し
て
、
権
利
と
義
務
は
ワ

ン
セ
ッ
ト
の
言
葉
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

い
き
い
き
と
仕
事
を
し
て
い
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
高
校
生
／
女
性
）

　

ア
ル
バ
イ
ト
の
場
面
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
具
体
的
な
事
例
も
交
え
な
が
ら
お
話
い

た
だ
き
、
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

事
例
中
心
に
ク
イ
ズ
形
式
な
ど
で
お
話
い

た
だ
く
と
、
よ
り
生
徒
の
興
味
を
ひ
き
や

す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
高
校
／
教
員
）

労福協

働
き
始
め
る
前
に
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
知
っ
て
お
こ
う

�

（
２
０
２
４
年
度　
労
働
セ
ミ
ナ
ー
報
告
）

講師を担当いただいた皆様、ありがとうございました

ワークルールラップも多くの方に視聴いただきました
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□ □ □

□
□

□ □

　

２
０
２
４
年
度
の
労
働
セ
ミ
ナ
ー
開
催
・
申
込
状

況
は
、
下
表
の
通
り
。

　

ま
た
、
受
講
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
で
、『
就

職
先
を
選
ぶ
上
で
重
要
視
し
た
い
項
目
（
上
位
３
つ

選
択
）』
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
働
き
や
す
い
環
境
整

備
に
つ
と
め
て
い
る
（
休
暇
取
得
促
進
等
）」
が
ト
ッ

プ
に
。「
労
働
法
規
の
遵
守
」
と
あ
わ
せ
る
と
、
職

場
環
境
が
良
い
、
き
ち
ん
と
し
て
い
る
会
社
へ
の
期

待
が
大
き
い
こ
と
が
伺
い
し
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。労

働
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
／
セ
ミ
ナ
ー

お
問
い
合
わ
せ
は
、
愛
媛
県
労
福
協
ま
で

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
９
（
９
４
６
）
２
２
９
６

セミナー区分 学校名 開催日 開催時間 講師 参加者数
（生徒数） 地域

労働・消費者 東城看護専門学校 2024. 6 .18（火）
13：20～16:30　
消費者13:20～　
労働14:30～

労働セミナー：寺田淳泰（連合愛媛副事務局長）
消費者セミナー：唐木香織（労金新居浜支店代理） 14名 新居浜

労働 西条高校定時制 2024. 7 . 9（火） 17:50～18:45 越智俊盛（東予地協事務局長） 1～4年生
34名 西条

労働 東予若者サポートステーション 2024. 7 .19（水） 14:00～15:00 越智俊盛（東予地協事務局長） 10名程度 新居浜

労働・消費者 聖カタリナ高校 2024. 9 . 9（月） 14:45～15:35 労働セミナー：三瀬　明（中予・今治地協事務局長）
消費者セミナー：永井由佳（労金愛媛支店） 208名 松山

労働 長浜高校 2024.11.14（木） 14:50～15:40 桂　和也（南予地協事務局長） 20名程度 大洲

労働・消費者 東予理容美容専門学校 2024.12. 4（水） 13:00～14:00 労働セミナー：越智俊盛（東予地協事務局長）
消費者セミナー：藤原由紀子（労金新居浜支店） 20名程度 新居浜

労働 宇和高等学校 2024.12. 6（金） 13:20～14:10 桂　和也（南予地協事務局長） 18名程度 八幡浜

労働 東予若者サポートステーション 2024.12.13（金） 14:00～15:00 越智俊盛（東予地協事務局長） 10名程度 新居浜

労働 小松高等学校 2025. 1 . 9（木） 15:45～16:35 福岡達弥（県労福協事務局長） 61名 西条

労働 川之江高校定時制 2025. 1 .22（水） 18:00～18:45 越智俊盛（東予地協事務局長） 1～4年生
58名 四国中央

労働 三島高等学校 2025. 1 .30（木） 　9:55～10:45 越智俊盛（東予地協事務局長） 3年生
212名 四国中央

労働 川之石高等学校 2025. 2 . 7（金） 14:50～15:40 福田　喬（八幡浜市職労組） 81名
（3年生） 八幡浜

労働 松山東雲高等学校 2025. 2 . 7（金） 　8:55～　9:45 三瀬　明（中予・今治地協事務局長） 95名
（3年生） 松山

労働 松山工業高等学校 2025. 2 .12（水） 　8:55～　9:45 三瀬　明（中予・今治地協事務局長） 302名 松山

労働 新居浜工業高等学校 2025. 2 .12（水） 　8：50～　9：50 越智俊盛（東予地協事務局長） 134名 新居浜

労働 伊予高校 2025. 2 .13（木） 13：40～14：30 福岡達弥（県労福協事務局長） 142名 松山

労働 松山商業高校定時制 2025. 3 .13（木） 17：45～18：30 調整中 13名 松山

　
　
　〈 

応
　
募
　
方
　
法 

〉

◎
応
募
方
法
＝
郵
便
ハ
ガ
キ
に
、
解
答
、
自
宅
の
住
所
、

氏
名
、
所
属
組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

◎
あ
て
先　

〒
七
九
〇
︲
〇
〇
六
六

　
　
　
　
　
　

松
山
市
宮
田
町
一
二
五
番
地
二

　
　
　
　
　
　

愛
媛
労
福
協
会
館

◎
し
め
き
り
　
二
〇
二
五
年
三
月
十
五
日

◎
発
　
　
表
　
二
〇
二
五
年
四
月
号

第
五
六
九
号
の
正
解
「
保
険
証
」

△
西
条
市　

永
井　
　

元
（
一
般
）

△
松
山
市　

井
上
ゆ
か
り
（
四
電
工
労
働
組
合
）

△
松
山
市　

末
光　

美
鈴
（
真
光
園
）

△
松
山
市　

山
本　
　

敦
（
四
国
電
労
松
山
支
部
）

△
大
洲
市　

尾
上　

洋
子
（
伊
予
木
材
労
働
組
合
）

　

正
解
13
通
よ
り
抽
選
の
結
果
、
右
の
方
々
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
で
す
が
図
書
券
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　〈
た
て
〉

①
劇
場
・
映
画
館

②
１
０
０
の
10
倍

③�

乗
り
物
酔
い
な
ど
を
予
防
す

る
薬

④�

野
球
で
、
安
打
数
を
打
数
で

割
っ
た
率
。

⑤
た
ら
ば
・
ず
わ
い
・
毛

⑥
歯
で
噛
ん
だ
あ
と

⑦�

他
に
例
が
な
く
、目
新
し
い
。

も
と
の
作
品

⑧�

陸
（
り
く
）・
海
（
か
い
）・

○
○

⑨�

広
島
県
に
あ
る
市
・
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る

⑩�

ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
い
る
こ

と
⑪�

貝
殻
を
も
つ
軟
体
動
物
。
サ

ザ
エ
・
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
事

⑫�

ボ
タ
ニ
カ
ル
（
植
物
成
分
）

に
よ
っ
て
香
り
づ
け
し
た
蒸

留
酒

　〈
よ
こ
〉

④�

能
力
な
ど
の
差
に
よ
っ
て

順
々
に
設
け
た
高
低
の
く
ぎ

り
⑥
は
た
で
布
を
織
る
こ
と

⑩
腹
の
辺
り

⑬�

同
じ
形
や
働
き
を
も
っ
た
細

胞
の
集
ま
り

⑭
〇
〇
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る

⑮
英
語
で
ニ
ン
ニ
ク
の
こ
と

⑯�

物
が
沈
ま
な
い
で
液
面
に
留

ま
っ
て
い
る
こ
と

⑰�

金
額
な
ど
を
自
動
的
に
計
算

し
て
記
録
す
る
機
械

⑱
ホ
ー
ム
ラ
ン

ク

イ
ズ

問
題　

二
重
枠
の
７
文
字
を
使
っ
て
言
葉

を
作
っ
て
下
さ
い
。

ヒント：予防の基本は手洗いです

1313 11 22 33

44 55

66 77 1414

1515 88

1616 99

1010 1111 1717 1212

1818
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愛
媛
県
労
福
協
で
は
、
無
料
職
業
紹
介

の
事
業
所
と
し
て
「
ジ
ョ
ブ
え
ひ
め
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

相
談
者
の
内
訳
で
20
代
か
ら
の
若
年
層

か
ら
60
代
の
高
齢
層
ま
で
幅
広
い
世
代
か

ら
の
利
用
と
な
っ
て
お
り
、
相
談
員
が
再

就
職
の
不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
ま
た
再
就
職
市
場
の
現
状
も
お
伝
え

し
、
納
得
し
た
再
就
職
に
至
る
よ
う
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

職
場
定
着
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

　

１
月
22
日
に
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
、『
良
好
な
人
間
関
係
で
仕
事
を
長
く

続
け
る
た
め
に
…
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

座
を
開
講
し
、
14
名
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、「
人
間
関
係
の
悩
み
は

誰
し
も
一
度
は
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
悩

み
で
、
特
に
職
場
に
お
い
て
は
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
あ
れ
ば
一
日
８
時
間
、
週
５
日
、

場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
よ
り
も
多
い
時
間

を
と
も
に
す
る
の
で
、
良
い
人
間
関
係
の

職
場
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
は
誰
し
も

が
持
っ
て
い
る
。
た
だ
、
仕
事
探
し
の
際

に
自
分
の
希
望
す
る
条
件
に
合
う
仕
事
・

求
人
は
選
べ
て
も
、
一
緒
に
働
く
人
は
職

場
に
入
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
し
、

選
べ
な
い
。
自
分
の
条
件
に
あ
っ
た
仕
事

を
、
人
間
関
係
で
無
碍
に
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
職
場
で
上
手
な
人
間
関
係
を
つ

く
る
コ
ツ
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
の
お
話
が
あ
り
、
参
加
者
は

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
過
去
の
経
験

や
、
そ
の
時
の
対
処
法
な
ど
を
話
し

合
い
な
が
ら
、
気
付
き
を
得
る
時
間

を
共
有
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
感

想
で
は
、「
話
し
合
う
セ
ミ
ナ
ー
は

初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
色
々
な
意
見

が
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
２
月
19
日
、
今
回
の
講
座

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
実
際
仕
事
を
す

る
場
面
で
の
実
践
対
応
や
、
働
き
続

け
る
た
め
の
動
機
付
け
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
予
定
で
す
。

労福協

職
場
の
人
間
関
係
の
悩
み
を
乗
り
越
え
よ
う

ジ
ョ
ブ
え
ひ
め
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー　
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
報
告

ジョブえひめ就労支援センターについて

津野講師（キャリアコンサルタント）

相談員よりジョブえひめの特徴点についてお伝え
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こくみん共済 coop からのお知らせ

共済ショップで 

春の 

こくみん共済 coop 
公式キャラクターピットくん 

対象期：2025 年 2 ⽉ 1 ⽇〜3 ⽉ 31 ⽇ 

景気が悪く、⽣活がますます厳しくなった。 
家計の⾒直しをしたいけど、どのようなことをすればいい？ 
⽣命保障や医療保障は、どの程度⽤意すればいい？ 
過去に保障に⼊ったまま、⼀度も⾒直ししていない。 
現在の保障を適切に⾒直し、家計の負担を減らしたい。 

こんな課題やお悩みはないですか？ 

保障点検
キャンペーン実施中 

お気軽にご相談ください。 
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お客さまからお預かりした預⾦をはたらく仲間の暮らしを豊かにするための融資に活⽤

し、⽣み出された利益は「良質な⾦融サービスの維持・向上」や「地域・社会貢献活動」等
の取り組みにつながることで、お客さまのお⾦が本⼈、家族、はたらく仲間、地域の⽣活向
上等に役⽴てられています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「「意意思思ののああるるおお金金のの循循環環」」ととはは・・・・・・・・  

・住宅ローン・教育ローン
・カーローン・福祉ローン
・NPO サポートローン等

預⾦の預け⼊れ 

資⾦が必要なあなたや 
はたらく仲間、NPO 等 
へのご融資 

・普通預⾦・定期預⾦ 
・財形貯蓄・エース預

⾦等 

融 資 預 ⾦ 

お客さま
はたらく
仲間、ご
家族等 

良質な金融サービスの提供

地域・社会貢献活動 

<ろうきん>は 

「意思のあるお金の循環」を通して 
より良い地域社会の実現に貢献しています。 
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皆さまの＜ろうきん＞利⽤が、こんな良質な⾦融サービスや 
   地域・社会貢献活動につながっています! 
 
良質な⾦融サービス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域・社会貢献活動 
 
四国ろうきん社会貢献活動「助成⾦制度」 
           
         2002 年度から、「助成⾦制度」を 
          制定し、四国内で活動されている 

NPO やボランティア団体を対象に、 
           助成⾦を贈り、地域の福祉活動を 

支援しています。 
                     制度発⾜後 23 年間で、延べ 565 
          団体に総額 9,237 万円を贈呈しま 

した。 
 
 
「四国ろうきん 1 万⼈笑顔プロジェクト」の取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ろうきんキャッシュカードなならら、、いいつつででもも・・どどここででもも使使ええてて安安心心！！

2024 年度愛媛地区 
助成先団体の皆様 

「⼥性が健康で⻑く働くことがで 
きる社会づくり」に貢献するために、 
乳がんの早期発⾒・早期診断・早期 
治療の⼤切さを伝える「ピンクリボン運動」の支
援に取り組んでいます。 
 具体的には、当⾦庫 ATM において、ろうきん 
カードおよび他⾏カードでの支払い 1 回につき 1
円を四国ろうきんが負担し、「ピンクリボン運動」
を実施している四国地区の公益財団法⼈日本対
がん協会のグループ組織に寄付するものです。 
制度発⾜後 12 年間で、寄付⾦累計額は 1,073 万
円となっています。 

ピンクリボンプロジェクト

 この取り組みは、お客さまにご 
利⽤いただいた「ろうきんローン」 
1 件につき 100 円をろうきんが 
拠出し、お客さまに選んでいただ 
いた寄付先(教育関係、子育て支援 
関係、障がい者支援関係、環境保護 
関係の各団体)へ寄付を⾏うもので 
す。 

2023 年 度 の 寄 付 ⾦ 額 は 、
544,700 円となりました。 

情報の提供に取り組んでいます。 
◎就職してから退職まで、さらには⽼後に⾄るまでの⽣活設計に関するアドバイス・情報提供を⾏っています。 
◎多重債務問題、悪徳商法の現状や予防の情報を提供することにより、これらの被害防止の 

ための消費者教育を手助けしています。 
◎⾼⾦利の他⾏カードを当⾦庫のカードローンや無担保ローンなどに借り換える取り組みを 

⾏い、可処分所得の向上を図っています。 
◎⾼校⽣・⼤学⽣等には、卒業後に⾦銭トラブルに巻き込まれないための知識を⾝に付けて 

もらうため、⾦融セミナーを開催しています。2023 年度は 20 校で開催しました。 

「⽣活応援運動」の取り組み
 

⽣活応援運動として、会員・勤労者のライフプ
ランニングのための情報提供、多重債務対策、や
可処分所得の向上、消費者⾦融に関する知識・
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